
[3]シ ル バ ー み な の

ま
し
た
。

①
ｌｌ
月
１２
日

¨
植
木
剪
定
安
全
講
習

会
を
開
催
し
、
植
木
剪
定
作
業
の
実
技

を
学
び
な
が
ら
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。
（
９
名
の
参
加
）

②
‐２
月
８
日

¨
シ
ル
バ
ー
就
業
者
全

体
会
議
に
お
い
て

「安
全
就
業
に
つ
い

て
」
の
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
（
４‐

名
の
参
加
）

（
２
）
会
員
の
確
保

入
会
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る

と
と
も
に
、
推
進
員
に
よ
る
会
員
拡
大

や
会
員
に
よ
る
声
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
入
会
説
明
会
は
町
広
報
紙
及
び

当
セ
ン
タ
ー
の
広
報
紙
に
掲
載
し
周
知

を
図
り
ま
し
た
。
新
規
会
員
と
し
て
１２

名
の
加
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

）

末
の
正
会
員
数
は

‐４０
名
で
昨
年
度
末
に

比
較
し
８
名
減
と
な
り
ま
し
た
。

入
会
説
明
会

¨
４
月
２‐
日
、
７
月
１５

日
、
８
月
２３
日
、

１０
月
７
日
、

１２
月
９

日
、
２
月
２０
日
の
６
回
開
催
し
会
員
確

保
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
他
、
随
時
希

望
者
へ
入
会
に
関
す
る
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

（
３
）
就
業
開
拓
の
推
進

推
進
員
に
よ
る
訪
間
活
動
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、　
一
人
で
も
多
く
の
会
員

に
そ
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
が

で
き
る
よ
う
就
業
機
会
開
拓
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
皆
野
町
か
ら
指
定
管
理

者
の
指
定
を
受
け
て
い
る

「皆
野
町
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
生
荘
」
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
管
理
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

（
４
）
財
政
基
盤
の
安
定

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し

て
い
く
う
え
で
、
財
政
面
の
安
定
は
最

も
重
要
な
課
題
で
す
。
事
務

。
事
業
の

効
率
化
を
図
り
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
諸
事
業
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
運
営
に
専

心
し
ま
し
た
。

（
５
）
会
員
の
資
質
向
上

会
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
「
シ
ル

バ
ー
就
業
者
全
体
会
議
」
に
お
い
て
、

柴
峙
勉
皆
野
町
長
を
招
き
講
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

）

そ
の
他
、
主
な
講
習
会
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

（
６
）
組
織
活
動
の
強
化

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理

念
で
あ
る

「自
主

・
自
立

・
共
働

・
共

助
」
に
基
づ
き
、
各
組
織
に
お
い
て
随

時
諸
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

（
７
）

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
の
推
進

公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉
の
実

施
事
務
所
と
し
て
、　
一
般
労
働
者
派
遣

事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

は
２
件
の
労
働
者
派
遣
個
別
契
約
書
を

締
結
し
ま
し
た
。

（
８
）
社
会
参
加
の
推
進

毎
年
恒
例
の
長
生
荘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
が
１２
月
８
日
に
行
わ
れ
会
員
４‐
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

長生荘消防訓練

秩父みどりが丘工業団地

地区センター他

4月 15日

12月 8日

キャタピラー教習所

(深谷市 )
12月 12～ 14日

チェーンソー作業従事者

特別教育請習会

長生荘救命講習会

センターの普及啓発、各種調査と新規会員の勧誘活動、

配分金及び事務費の検討

会員の就業と安全確保、事故の防止等

広報誌の編集・ 作成

職種ごとに必要に応じて職群班の編成及び

就業先のリーダー選任

地域会員とセンター事務所のパイプ役


